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１ 総則                                                   

1.1 マニュアルの目的 

本マニュアルは、施設の劣化の進行状況を適切に把握し、その結果を記録として整理・蓄

積するため、施設監視のポイント、監視の手法、劣化状況の判断基準を示したものであり、

機能保全計画策定の劣化予測の精度を高め、適時適切な保全対策をとることによって施設の

長寿命化やライフサイクルコストの低減を図ることを目的とする。 

 

1.2 マニュアルの適用範囲 

 本マニュアルは、施設管理者が行う農業水利施設の「施設監視」の方法等を定めたもので

あり、「水路トンネル編」として無筋コンクリート覆工、鉄筋コンクリート覆工、坑口の施設

監視に適用する。 
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2 施設監視                                                

2.1 施設監視のポイント 

2.1.1 着目すべき変状 

 すでに機能診断が実施され、診断結果に基づき施設監視計画が策定されている場合は、監

視すべき変状の種別が整理されているが、施設監視計画が策定されていない場合は、対象の

施設についてどのような変状に着目するかを考慮したうえで施設監視を実施する必要がある。 

 「農業水利施設の機能保全の手引き 水路トンネル」によると、水路トンネルの構造性能

の低下は、コンクリートライニング（以下「コンクリート覆工」という）や鉄筋などの材料

の劣化によるもの、地山からの外力によるコンクリート覆工や継目の変状によるものがあり、

その要因ごとの特徴的な変状がある。水路トンネルで一般に見られる変状には以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1-1 水路トンネルにおける一般的な変状 

 

 施設監視に当たっては、水路トンネルの構成要素と発生する変状の区分に応じて図 1.1-2

の変状に留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

トンネルの変状 覆　工

坑　口

地　山

ひび割れ ひび割れ幅・深さ

ひび割れ段差

析出物

浮き・剥離

打ち継目の目ちがい

漏水 漏水・湧水・噴泥

つらら・側氷

変形・歪み・沈下

ひび割れ ※以下覆工に同じ

浮き・剥離

目ちがい

鉄筋露出

前傾・落盤（※覆工でも落盤が生じる場合もある）

沈下・陥没

滑動

構成要素 散見される主な変状 
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図 2.1-2 水路トンネルの主な変状 

天端部のひび割れ 

ひび割れからの漏水(痕跡) 

摩耗・すりへり 

漏水 

水路底の洗掘 

析出物 

横断方向ひび割れ 

曲げひび割れ 

天端部の崩落 

剥落 
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2.2 変状項目と監視手法 

 施設監視に当たっては、対象施設に生じている変状項目ごとに「変状の有無」と「変状の

程度」を監視（把握）する。変状の有無は目視、変状の程度は簡易計測または目視により把

握する。 

 以降に代表例として無筋コンクリート覆工の変状項目と監視手法を整理する。 

 

2.2.1 ひび割れ 

 ひび割れは、目視によりその有無を把握する。また、ひび割れ程度は簡易計測により「ひ

び割れ幅」を把握し、目視により「発生程度」を把握する。 

 また、併せて目視によりひび割れ部の段差の有無を把握する。 

 

（1）ひび割れ幅 

ひび割れ幅は、写真 2.2-1 に示すようなクラックスケール等で計測を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.2-1 クラックスケール 

 

クラックスケールでの計測に当たっては、ひび割れに沿ってチョーキング（チョークで印

をつける）し、ひび割れ幅測定箇所にラインを入れてマーキングしておく。また、計測状況

の記録として、ひび割れ幅とスケールの幅区分を併せて写真撮影をしておくとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.2-2 ひび割れの監視状況 

最大幅部のマーキング（チョークで印をつける） 

クラックスケールによる計測 
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（2）ひび割れの発生程度 

 ひび割れの発生程度は、目視により「全体的」か「部分的」に判定する。 

 「全体的」か「部分的」かの判定は、図 2.2-3 を参考に施設監視定点（1スパン）の 50%

以上か否かで判断する。 

 対象とするひび割れはひび割れ幅やひび割れの密度に係らずすべてのひび割れである。 

 なお、上記の判定は施設監視者の主観に基づき実施して構わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-3 全体的または部分的の判断基準（ひび割れ） 

 

（3）ひび割れ部の段差の有無 

 ひび割れ部の段差の有無は目視及び簡易計測により把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.2-3 ひび割れ部の段差の監視状況 

 

 

 

 

 

上の例では・・・８ブロック／10 ブロック≒80％＞50％・・・・・全体的 

Bm 

概ね1m ； 1 スパンが等分になるように区切る 

Lm 

施設監視定点（1 スパン） 

：ひび割れ密度が 50cm/m2以上のブロック

W=0.1mm 

50cm/m2 

未満 

➀  ➁   ➂   ➃    ➄   ➅      ➆     ➇      ➈  ⑩ 
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2.2.2 ひび割れ付随物 

 ひび割れ付随物は析出物（エフロレッセンスやゲル）を対象とし、目視により析出物の「有

無」を判定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.2-4 ひび割れからの析出物 

 

 

2.2.3 ひび割れからの漏水 

 ひび割れからの漏水は、目視により漏水の「有無」と「程度（➀滴水、➁流水・噴水）」を

判定する。 

 なお、「滴水」には漏水の滲み出しや漏水跡も含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.2-5 ひび割れからの漏水（滴水）    写真 2.2-6 ひび割れからの漏水（流水） 
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2.2.4 浮き・剥離・剥落 

 浮き・剥離・剥落は、目視によりその有無と程度（部分的・全体的）を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.2-7 剥離・剥落の監視状況（写真は部分的な剥離の状態） 

 

 剥離・剥落の程度は、ひび割れと同様、目視により「全体的」、「部分的」、「なし」のいず

れかに判定する。 

 

2.2.5 摩耗 

 摩耗は、目視によりその有無と程度を把握する。 

 摩耗の程度は摩耗の状態と発生程度により、表 2.2-1 を参考に判定する。 

 

表 2.2-1 摩耗の状態による評価 

摩耗の状態 模式図 事 例 

細骨材露出 

（モルタルが剥が

れている状態） 

 

 

 

 

 

 

粗骨材露出  

 

 

 

 

 

粗骨材剥落  
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摩耗の程度は、ひび割れと同様、目視により「全体的」、「部分的」、「なし」のいずれかに

判定する。 

 

2.2.6 継目からの漏水 

 継目からの漏水はは、ひび割れからの漏水と同様に目視により漏水の「有無」と「程度（➀

滴水、➁流水・噴水）」を判定する。 

 なお、「滴水」には漏水の滲み出しや漏水跡も含むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.2-8 継目部からの漏水（➀滴水の事例） 

 

2.3 施設監視時の留意事項 

 施設の現場条件によっては、現地に近づくことができない危険な箇所や施設監視が行えな

い不可視部分（部位）がある場合がある。 

 危険箇所については施設監視の対象外とする。 

また、水没するなどして不可視となっている部分については、水替えなどの仮設が簡易に

行える場合は監視の対象とするが、仮設が大掛かりとなる場合は施設監視の対象外としてよ

い。ただし、その場合でも施設監視実施者の主観的な評価（運用上の不具合はない、前回施

設状態を確認できた時点から 20 年以上が経過しており、不安がある、等）は記録として残

しておく。 

 

2.3.1 代表的な不可視部分 

水路トンネル工の場合、断水状態であっても底板部の目視がし難い場合が多く、このよう

な場合、施設監視の対象外とすることを考慮する。 

 

 

 

 

8



 

 

2.4 施設監視記録票の作成 

 施設監視記録票には表 2.4-1 に示す様式がある。 

 

表 2.4-1 施設監視記録票の種類 

様式種別  

施設監視表 監視対象施設の基本条件（施設名・供用年数・施設監視定点名称等）と監視結

果を記録する様式。 

写真台帳 施設監視状況や簡易計測状況、発生変状等の写真を記録する様式 

 

2.4.1 施設監視記録票の記入方法 

（1）施設監視表の記入方法 

施設監視表は、施設監視対象施設の基本情報（施設名、築造年、経過年数、点検地点、点

検年月日、点検実施者）と、施設監視結果（確認された変状の内容と程度）を記録するもの

であり、施設監視結果はチェックリスト形式を採用している。具体的な記入方法は記載例（次

頁参照）のとおりである。 

 なお、施設監視実施者が記録する項目は次頁の記載例の着色部（黄色）の箇所のみである。 
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（2）写真台帳の記入方法 

写真台帳は、施設監視対象施設の基本情報（施設名、点検地点、点検者、点検年月日）と

施設監視定点位置図、施設監視時に確認した変状を記録するものであり、変状は写真撮影結

果を添付する。 

写真撮影に当たっては、次回の施設監視時に同一の位置、アングルで写真を撮ることがで

きるように撮影地点（始点＋○○m左岸等）を記載する。 

添付する写真が多く、1枚の台帳様式に収まらない場合は、本様式をコピーして複数枚に

整理する。 

具体的な記入方法は記載例（次頁参照）のとおりである。 
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点検者 ○○土地改良区 今回点検年月日 H28.4.1

右岸側＋8.0m地点

撮影地点 監視No.3始点（上流側） 撮影地点 右岸側＋2.5m地点 撮影地点

写真 写真 写真

変状種別 施設全景 変状種別

2016年4月1日14：40

撮影地点 始点＋5.0m地点 撮影地点 右岸側＋8.0m地点 撮影地点

撮影日時 2016年4月1日14：40 撮影日時 2016年4月1日14：40 撮影日時

写真 写真 写真

変状種別 変状種別 変状種別

撮影地点 撮影地点 撮影地点

撮影日時 撮影日時 撮影日時

ひび割れ段差（全景） 変状種別 ひび割れ段差（近景）

2016年4月1日14：30

撮影対象 施設全景 撮影対象 漏水・析出物（全景） 撮影対象 漏水・析出物（近景）

撮影日時 2016年4月1日14：30 撮影日時 2016年4月1日14：30 撮影日時

右岸側＋2.5m地点

監視定点位置図

変状写真台帳

撮影者 ○○土地改良区

写真台帳（各開水路共通）

施設基本情報

施設名 ○○用水 点検地点 監視No.3

監視No.3

施設監視対象施設の基本情報を記入する。

確認した変状について、「撮影位置（施設）全景」、「変状箇所全景」、「変状箇所近景」を撮影する

施設監視定点の位置図を示す
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2.4.2 施設監視記録票様式集 

 次頁に水路トンネルに適用する施設監視記録票の様式を添付する。 

 なお、添付する様式は「鉄筋コンクリート覆工」、「無筋コンクリート覆工」、「坑口」の３

種である。 
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水
路
ト
ン
ネ
ル
施
設
監
視
表
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
覆
工
）

築
造
年

経
過
年
数

今
回
点
検
年
月
日

点
検
者

前
回
点
検
年
月
日

前
回
点
検
結
果

健
全
度

チ
ェ
ッ
ク

前
回
調
査
部
材
評
価

特
記
事
項

S
-
5

S
-
4

S
-
5

S
-
4

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

S
-
4

S
-
5

S
-
4

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

S
-
3

S
-
2

- -

全
体
的
に
析
出
物
が
み
ら
れ
る
、
ま
た
は
鉄
筋
に
沿
っ
た
部
分
的
に
析
出
物
が
み
ら
れ
る

ひ
び
割
れ
ま
た
は
継
目
か
ら
水
が
滲
み
出
て
い
る
、
ま
た
は
滲
み
出
た
跡
が
あ
る

ひ
び
割
れ
ま
た
は
継
目
か
ら
水
が
流
れ
て
い
る
、
ま
た
は
噴
き
出
し
て
い
る

剥
離
・
剥
落

ひ
び
割
れ

付
随
物

な
し

あ
り

な
し

漏
水

析
出
物

な
し
、
ま
た
は
部
分
的
に
析
出
物
が
み
ら
れ
る

判
　
　
　
定

点
検
地
点

施
設
名

コ
メ
ン
ト

1
m
m
程
度
以
上
の
ひ
び
割
れ
が
部
分
的
に
み
ら
れ
る

S
-
2

1
m
m
程
度
以
上
の
ひ
び
割
れ
が
全
体
的
に
み
ら
れ
る

鉄
筋
に
沿
っ
た
ひ
び
割
れ
が
全
体
的
に
あ
る

鉄
筋
に
沿
っ
た
ひ
び
割
れ
が
あ
る

S
-
3

点
検
項
目

現
場
の
状
況
（
評
価
区
分
）

錆
汁

水 路 ト ン ネ ル 本 体

鉄
筋
露
出

な
し

部
分
的
に
鉄
筋
露
出
が
み
ら
れ
る

全
体
的
に
鉄
筋
露
出
が
み
ら
れ
る

な
し

部
分
的
に
剥
離
・
剥
落
が
み
ら
れ
る

全
体
的
に
剥
離
・
剥
落
が
み
ら
れ
る

摩
耗

ひ
び
割
れ

髪
の
毛
の
太
さ
（
0
.2
m
m
）
よ
り
細
い
ひ
び
割
れ
が
み
ら
れ
る

髪
の
毛
の
太
さ
（
0
.2
m
m
）
程
度
の
ひ
び
割
れ
が
み
ら
れ
る

通
水
阻
害
を
起
こ
す
よ
う
な
堆
砂
が
あ
る

日
常
管
理
に
お
け
る

留
意
事
項そ
の
他
気
に
な
る
点
を
記
載

管 理
雑
草
・
堆
砂

通
水
阻
害
を
起
こ
す
よ
う
な
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る

部
分
的
に
細
骨
材
が
露
出
し
て
い
る

細
骨
材
の
露
出
が
全
体
的
で
あ
る
、
ま
た
は
部
分
的
に
粗
骨
材
が
露
出
し
て
い
る

粗
骨
材
の
露
出
が
全
体
的
で
あ
る
、
ま
た
は
に
粗
骨
材
が
剥
落
し
て
い
る

な
し
、
ま
た
は
部
分
的
に
錆
汁
が
み
ら
れ
る

全
体
的
に
錆
汁
が
み
ら
れ
る
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                         水
路
ト
ン
ネ
ル
施
設
監
視
表
（
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
覆
工
）

築
造
年

経
過
年
数

今
回
点
検
年
月
日

点
検
者

前
回
点
検
年
月
日

前
回
点
検
結
果

健
全
度

チ
ェ
ッ
ク

前
回
調
査
部
材
評
価

特
記
事
項

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

S
-
4

S
-
5

な
し

S
-
2

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

S
-
4

S
-
5

S
-
4

S
-
3

- -

判
　
　
　
定

点
検
地
点

施
設
名

水 路 ト ン ネ ル 本 体

ひ
び
割
れ

な
し

ひ
び
割
れ
が
部
分
的
に
み
ら
れ
る

ひ
び
割
れ
が
全
体
的
に
み
ら
れ
る

な
し

ひ
び
割
れ
ま
た
は
継
目
か
ら
水
が
滲
み
出
て
い
る
、
ま
た
は
滲
み
出
た
跡
が
あ
る

剥
離
・
剥
落

漏
水

ひ
び
割
れ
ま
た
は
継
目
か
ら
水
が
流
れ
て
い
る
、
ま
た
は
噴
き
出
し
て
い
る

ひ
び
割
れ

段
差

ひ
び
割
れ
に
段
差
が
み
ら
れ
る

ひ
び
割
れ

付
随
物

な
し

あ
り

摩
耗

部
分
的
に
細
骨
材
が
露
出
し
て
い
る

細
骨
材
の
露
出
が
全
体
的
で
あ
る
、
ま
た
は
部
分
的
に
粗
骨
材
が
露
出
し
て
い
る

粗
骨
材
の
露
出
が
全
体
的
で
あ
る
、
ま
た
は
に
粗
骨
材
が
剥
落
し
て
い
る

コ
メ
ン
ト

点
検
項
目

現
場
の
状
況
（
評
価
区
分
）

析
出
物

な
し
ま
た
は
析
出
物
が
部
分
的
に
み
ら
れ
る

析
出
物
が
全
体
的
に
み
ら
れ
る

な
し

部
分
的
に
剥
離
・
剥
落
が
み
ら
れ
る

全
体
的
に
剥
離
・
剥
落
が
み
ら
れ
る

通
水
阻
害
を
起
こ
す
よ
う
な
堆
砂
が
あ
る

日
常
管
理
に
お
け
る

留
意
事
項そ
の
他
気
に
な
る
点
を
記
載

管 理
雑
草
・
堆
砂

通
水
阻
害
を
起
こ
す
よ
う
な
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
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水
路
ト
ン
ネ
ル
施
設
監
視
表
（
坑
口
）

築
造
年

経
過
年
数

今
回
点
検
年
月
日

点
検
者

前
回
点
検
年
月
日

前
回
点
検
結
果

健
全
度

チ
ェ
ッ
ク

前
回
調
査
部
材
評
価

特
記
事
項

S
-
5

S
-
4

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

S
-
4

S
-
5

S
-
4

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

S
-
4

S
-
3

S
-
5

な
し

S
-
4

目
地
・
ひ
び
割
れ
か
ら
土
砂
が
流
出
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（
土
砂
流
出
の
痕
跡
が
あ
る
）

S
-
3

目
地
・
ひ
び
割
れ
か
ら
土
砂
が
流
出
し
て
い
る

- -

日
常
管
理
に
お
け
る

留
意
事
項そ
の
他
気
に
な
る
点
を
記
載

土
砂
の

流
出

周 辺 地 盤 管 理
雑
草
・
堆
砂

通
水
阻
害
を
起
こ
す
よ
う
な
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る

通
水
阻
害
を
起
こ
す
よ
う
な
堆
砂
が
あ
る

摩
耗

部
分
的
に
細
骨
材
が
露
出
し
て
い
る

細
骨
材
の
露
出
が
全
体
的
で
あ
る
、
ま
た
は
部
分
的
に
粗
骨
材
が
露
出
し
て
い
る

粗
骨
材
の
露
出
が
全
体
的
で
あ
る
、
ま
た
は
に
粗
骨
材
が
剥
落
し
て
い
る

鉄
筋
露
出

な
し

部
分
的
に
鉄
筋
露
出
が
み
ら
れ
る

全
体
的
に
鉄
筋
露
出
が
み
ら
れ
る

錆
汁

な
し
ま
た
は
部
分
的
に
錆
汁
が
み
ら
れ
る

全
体
的
に
錆
汁
が
み
ら
れ
る

析
出
物

な
し
、
ま
た
は
部
分
的
に
析
出
物
が
み
ら
れ
る

全
体
的
に
析
出
物
が
み
ら
れ
る
、
ま
た
は
鉄
筋
に
沿
っ
た
部
分
的
に
析
出
物
が
み
ら
れ
る

水
が
流
れ
て
い
る
、
ま
た
は
噴
き
出
し
て
い
る

剥
離
・
剥
落

な
し

部
分
的
に
剥
離
・
剥
落
が
み
ら
れ
る

全
体
的
に
剥
離
・
剥
落
が
み
ら
れ
る

コ
メ
ン
ト

坑 口 本 体

ひ
び
割
れ

髪
の
毛
の
太
さ
（
0
.2
m
m
）
よ
り
細
い
ひ
び
割
れ
が
み
ら
れ
る

髪
の
毛
の
太
さ
（
0
.2
m
m
）
程
度
の
ひ
び
割
れ
が
み
ら
れ
る

S
-
3

1
m
m
程
度
以
上
の
ひ
び
割
れ
が
部
分
的
に
み
ら
れ
る

鉄
筋
に
沿
っ
た
ひ
び
割
れ
が
あ
る

S
-
2

1
m
m
程
度
以
上
の
ひ
び
割
れ
が
全
体
的
に
み
ら
れ
る

鉄
筋
に
沿
っ
た
ひ
び
割
れ
が
全
体
的
に
あ
る

漏
水

な
し

水
が
滲
み
出
て
い
る
、
ま
た
は
滲
み
出
た
跡
が
あ
る

点
検
項
目

現
場
の
状
況
（
評
価
区
分
）

施
設
名

判
　
　
　
定

点
検
地
点
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